
令和 3年 第 12 回大河原町教育委員会定例会会議録 

１ 招集日時  令和 3年 12月 17日（金） 

 

２ 招集場所  大河原町役場 第一会議室 

 

３ 出席委員  舟山幸枝委員、一盃森広志委員、丹羽宜博委員、小山明子委員、鈴木洋教育長 

 

４ 説明のため出席した者 

   佐藤勝弘教育総務課長、吉野博美課長補佐、山家一博学校教育専門監、 

  

５ 開  会 午後 2時 

  

６ 令和 3年第 11回教育委員会定例会会議録の承認について  

  鈴木教育長 （委員全員に諮って）承認する。  

       一盃森委員、小山委員 署名。 

  

７ 教育長報告 

（１） 一般事務報告について 

報告第 13号 令和 3年第 6回大河原町議会定例会（12月会議）の結果について 

丹 羽 委 員 町の防犯訓練はどのようになっているのか。 

教育総務課長 警察署を呼んで防犯訓練をしている。刺股は本数が足りないので、本

数を増設する予定。 

舟 山 委 員 玄関の施錠は徹底されているのか。どの程度行われているのか。 

教育総務課長 大河原小学校では、授業が始まるとしっかり施錠しているが、中学校

では施錠していない。 

鈴木教育長 事件翌日に、刺股と施錠について確認するよう文書で通知した。 

  一盃森委員 町の中の防犯カメラはどういう時に、誰が見るのか。 

  教育総務課長 何かあった時に、警察が確認することになると思う。犯罪の抑止にな 

る。 

  丹 羽 委 員 犯罪者は人目につかないところから入るのではないか。 

  小 山 委 員 学校の監視カメラの防犯カメラがありますとの表示を大きくして欲しい。 

街灯の少ないところなど。抑止力になるのではないか。 

 一盃森委員  監視カメラは暗くても、よく確認できるので効果的。 

 小 山 委 員  ケアハウスに通っている子のタブレットは行きわたっているのか。家で 

もたくさん勉強できると良いのではないか。 



 

 教育総務課長  児童生徒には 1人一台配備できている。                

山家専門監  児童生徒の実情に合わせてだが、そこまで気持ちが追いつかない児童生 

徒もいる。パルステップやタブレットドリルを利用できている子供もい

る。 

一盃森委員  仙台大学に連携して指導してもらっているが取組の結果はどうか。 

山家専門監  6月のスポーツテスト結果は「投げる」がだいぶ改善していた。昨年度

は、コロナ禍の中で、回数が少なかったが改善がみられたのは効果がで

てきていると捉えている。今年度は、立ち幅跳びに力を入れている。50

回ではあるが、年間一人 4回くらいできるかできないか。 

一盃森委員  回数が限られているが、それをきっかけにして、取り組んでいって欲し

い。 

鈴木教育長 （委員全員に諮って）可決する。 

 

(２) 専決事務報告 

報告第６号 専決処分の報告について 

①令和 3年度大河原町一般会計補正予算（第 11号） 

 

小 山 委 員 民俗収蔵室の解体のアスベスト調査はどうなったか。 

吉野課長補佐 一カ所あったが、飛散しない建材だったのでそのまま解体できる。 

 

鈴木教育長 （委員全員に諮って）可決する。 

 

８ 議 事 

  なし 

 

９ その他 

  教育長報告 

１ 「二学期制」導入について 

全員協議会でも報告し、令和 4年度より実施する。2月の広報に掲載し町民にお知ら

せする。県内は二学期制が広まっていて 6割くらい実施している。先生方は通信表の所

見の記載が負担であったが、今後は三者面談等で保護者に情報を伝えていくことが大

切。 

 

２ 学力向上 

（1）『続「対話的学び」をつくる』（石井順治） 



最初の「対話的学びをつくる」の中身をまとめた個所を示した。子供達の中にわから

なさを持つのはあたり前というところから授業を出発する。学びの共同体づくりを取り

入れている学校もあるが大河原町は対話的学びの中で授業を改善していく。 

（2）『算数授業を子どもと創る』（森本隆史） 

わからないのと言う言葉を引きだす。子供同士の意見を繋いでいく。友達の考えが書

いてあるノートが良い。 

（3）計算の意味や計算の仕方を生かす子供（笠井健一） 

（4）「割合」の学習における系統性を捉える視点（市川啓） 

（5）教師の指導力向上研修計画（案） 

昨年度から大学から先生を招聘して校内研修の充実を図っている。来年度は、大河原

町の学力調査を分析してくれている田端先生も招聘したい。中学校の学力調査と授業の

関係の話をしてもらいたい。児童生徒の学力を維持するために専門性を持った先生から

学び、先生の指導力、授業を改善していくことが大切だと思っている。 

 

３ ＧＩＧＡスクールに対応した授業モデル（別冊） 

新潟大学附属新潟小学校の実践。この程度は、大河原町も実施しているとは思うが、

参考にしてダブレットを活用して欲しい。 

 

４ 探求の対話「ｐ４ｃ（ピーフォーシー）」 

宮教大でさかんに展開している。中学 1年の「新しい道徳」教科書に 1頁だけ載って

いる。円くなってボールを持った人が発言をする。発言に対しては批判しない。みんな

の意見を認めていこうという姿勢。考えを深める道徳。 

（1）探究の対話「ｐ４ｃ」（東京書籍道徳教科書） 

（2）「考え、議論する道徳」の授業の現実 

 

５ 教職員の事故防止（風通しのよい職場づくり） 

（1）交通事故防止 忘年会新年会は少人数で。個人情報の遺漏がないように。 

（2）ハラスメント防止 

（3）体罰の禁止 

（4）公金等の適正処理・管理 

（5）個人情報の適正管理 

（6）公務外の非違行為の防止 

 

 

６ 第２回ブロック会議 日程の提示 

 



７ 令和 3年度公立学校等職員表彰 推薦者 3名が受賞した。 

 

８ その他（各校の写真による記録） 

（1）大河原小「お年寄りたちとの音楽交流」仙台放送で紹介された。 

（2）金ケ瀬小指導主事訪問   

（3）大河原小指導主事訪問  

（4）大河原中教師の指導力向上研修会  

（5）大河原中全学級道徳授業の日  

（6）金ケ瀬小 6年「ペッパーと SDGs」 

（7）金ケ瀬中指導主事訪問  

（8）大河原小全学級道徳授業の日 

（9）大河原中全学級道徳授業の日 

（10）金ケ瀬小全学級道徳授業の日 

（11）金ケ瀬中全学級道徳授業の日 

 

丹 羽 委 員 

 

一盃森委員 

 

 

 

 

舟 山 委 員 

丹 羽 委 員 

鈴木教育長 

 

教育総務課長 

一盃森委員 

たくさん授業を観てもらえて、先生方にも子供達も励みになっているのでは

ないか。 

教育長がずっと対話的で深い学びを作ると言ってきているので、学校でも浸

透してきているのではないか。わからない、間違っているところから始まる

と以前の授業の作り方とは 180度変わっている。先生方も授業検討会も小グ

ループなど工夫されている。会議などで、黙っているのではなく、自分の考

えを話ができる先生になって欲しい。 

アベノマスクを給食時間などに使えないか。 

ジェンダーの子への先生方の対応をきちっとして欲しい。 

金中養護教諭が SDGsで LGBTの理解を深める授業を行って新聞にも取り上げ

られた。 

大河原中学校新体育館のトイレの表示は配慮をする。多目的トイレもある。 

10年前のバンコクでは、すでにトイレが配慮されてた。 

 

(2)課長報告 

教育総務課長  

１月 21日に大河原小学校の指定校公開。 

生涯学習課課長補佐 

  １月９日に成人式。オンライン配信は、対象者へＱＲコードを配布し、読み取った人

だけが配信を見ることができる。 

 

１０ 次回教育委員会の開催日程について 



 鈴木教育長｜次回の定例教育委員会は令和 4年 1月 20日（木）午後 2時から開催する。 

 

１１ 閉会宣言 午後 4時 20分 

 

令和 4年 1月 20日 

 

      署名委員 

 

      署名委員 


